
資料 ４ 

令和３年１１月８日 

 

障害理解促進・差別解消、手話言語等の情報コミュニケーション等に関する条例の 

ワークショップの開催について  

 

 

１．主旨 

障害理解の促進、障害者の差別解消及び手話言語などの情報コミュニケーション等に

関する条例の制定に向けて、区では先導的共生社会ホストタウンとして東京オリンピッ

ク・パラリンピック大会の機運をレガシーとして将来にわたって引継ぎ、地域共生社会

としての基本的な区の考え方を周知し、地域の理解や差別解消に向けた区民や事業者、

関係機関等の意識づけや啓発を図る目的で、ワークショップを開催する。 

 

２．開催日時 

 令和４年１月２９日(土)１４時～１６時 

 

３．会場 

 梅丘パークホール(収容人員１２０名) 

 

４．企画案 

（１）参加者  ３０名(事前申込制(せたがやコール)・応募者多数の場合は抽選) 

（２）周知方法 区のおしらせ１２月１５日号へ掲載するほか、障害者団体や障害者施

設、事業所等を通じて周知する予定 

（３）内容  １部 講演(２０分程度) 

 ※講師候補 パラリンピアン ボッチャ競技関係者 

       ２部 ワールドカフェ方式によるグループワーク(６０分) 

          司会 朝日教授(埼玉県立大学) 

          ファシリテーター 専門家会議委員、推進協委員や差別解消専門

調査員、パラリンピアン(１部講演者) 等 

          ※グループワークのテーマ等は今後検討する 

       ３部 各班発表、意見交換（３０分） 

４部 朝日教授より講評(１０分程度) 

 

５．スケジュール案 

 

１１月  ５日  専門家会議(実施周知) 

８日  障害者施策推進協議会(実施周知) 

    １５日  障害者福祉団体連絡協議会（実施周知） 

  中旬～下旬  講演者、ファシリテーター等に出演打診 



 

１２月  中旬  第２回専門家会議 

１５日  区のおしらせ１２月１５日号発行 

         受付開始他、周知方法検討 

  

 １月  ７日  申し込み締め切り 

     中旬  グループワーク班決め、テーマ検討 

 ２９日  梅丘パークホールにて実施 

          

２月      専門家会議(実施報告) 

        障害者施策推進協議会(実施報告) 

         実施報告、条例の素案検討に反映 

 

         ※実施にあたっては、適宜出演者等や委託業者と打ち合わせを実施 

する。 


